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研究成果の概要（和文）：本研究では、他の学問領域を含めた先行研究や中央教育審議会答申等を検討するとと
もに、学校内外の人材と連携・協働している教職員、地域コーディネーターに対するインタビュー調査を実施し
分析を行なった。
その結果、運営者としての資質能力（コミュニケーション力、チームワーク力、リーダーシップ力）、企画者と
しての資質能力（状況認識力、意思決定力）、実践者としての軸となる資質能力（連携マインド、ポジティブ思
考、自己調整力、省察力）、所属する組織の一員としての資質能力（組織内調整力、組織間調整力）といった要
素を含んだ「チームとしての学校」を担う教員に必要な資質・能力を明らかにした。

研究成果の概要（英文）：This study reviewed previous research in other academic fields and reports 
from the Central Council for Education, and conducted interviews with teachers and regional 
coordinators who collaborate with people both inside and outside schools.
The results revealed the qualities and abilities necessary for teachers to serve as “schools as 
teams,” including qualities and abilities as managers (communication skills, teamwork skills, 
leadership skills), qualities and abilities as planners (situational awareness, decision-making 
skills), and core qualities and abilities as practitioners (cooperative mindset, positive thinking,
self-regulation, and reflection), and organizational member competencies (intra-organizational 
coordination and inter-organizational coordination).

研究分野：教員養成
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研究成果の学術的意義や社会的意義
「チームとしての学校」を実現するために求められる資質・能力の構成概念を明らかにしたことで、本研究の成
果は、教員志望の学生を対象とした授業や活動、リフレクションに活用され、教員養成カリキュラムの改善にも
つながっている。今後は、これらの成果を踏まえて、養成段階における資質・能力の育成内容や方法の具体化、
学習成果の評価指標の作成に取り組むとともに、現職教員がその資質・能力をさらに高めるための研修プログラ
ムや、協働を促進する職場環境の整備、学校と地域の共通理解の醸成など、「チームとしての学校」の実現と継
続的な改善に貢献する研究へと発展させていきたい。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 「チームとしての学校」による教育の改善への実践が求められているに関わらず、それを中核
として担う教員に求められる資質・能力の内実は不明確で、研究はほとんど蓄積されていない状
況にある。 
 「チームとしての学校」を遂行するための資質・能力の構成概念が解明されることにより、学
士段階での資質・能力養成内容・方法の提示や、学習成果測定指標の作成はもちろん、現任教員
がその資質・能力をより高めるための研修内容や職場作りの方法等、より理論的かつ具体的な
「チームとしての学校」の実現や改善に貢献する研究へとつなげることができ、当該分野での礎
として貢献できると考えた。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、「チームとしての学校」を運営していく上で、それを中核として担う教員に求めら
れる資質・能力というものが、いかなる概念から構成されているのかを明らかにすることを目指
した。 
  
３．研究の方法 
 本研究では、他分野の学問領域における先行研究や中央教育審議会のこれまでの答申等を踏
まえつつ、保護者や地域との連携・協働に高い能力を有すると同僚から評価されている教員およ
び地域コーディネーターに対してインタビュー調査を実施し、その結果を分析した。 
 インタビュー協力者は、教員 6名および地域コーディネーター4名の計 10名である。対象者
は研究者のネットワークを通じて内諾を得た後、スノーボール・サンプリング法を用いて段階的
に拡大した。 
 調査項目は、①協力者の基礎的情報、②「チームとしての学校」に関わる職務内容および行動、
③「チームとしての学校」を可能とする資質・能力等である。調査は協力者の負担軽減を考慮し、
インタビューガイドに基づく半構造化インタビュー形式で実施した。インタビューは、2021年
10 月から 2025 年 3 月にかけて実施され、1 名あたり約 1 時間、協力者の職場の会議室等で行
った（なお、2021 年の調査は新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、Zoom による遠隔
インタビューにて実施した）。本研究におけるインタビュー調査は、愛媛大学教育・学生支援機
構研究倫理委員会の承認を得た上で実施している。 
 分析にあたっては、協力者から同意を得た上で録音したインタビュー音声から逐語録を作成
した。研究者が逐語録を繰り返し精読し、内容および文脈を把握した上で、グラウンデッド・セ
オリー・アプローチ（Corbin and Strauss, 2008）の手法を参考にしながら、信頼性と妥当性を
確保した分析を行った。 
 
４．研究成果 
 分析の結果、30 のサブカテゴリから 11 のカテゴリ、さらに 4 つのコアカテゴリが生成され
た。これにより、「チームとしての学校」を担う教員に求められる資質・能力として、以下の要
素が明らかとなった。 
 すなわち、①運営者としての資質・能力（コミュニケーション力、チームワーク力、リーダー
シップ力）、②企画者としての資質・能力（状況認識力、意思決定力）、③実践者としての基盤と
なる資質・能力（連携マインド、ポジティブ思考、自己調整力、省察力）、④所属組織の一員と
しての資質・能力（組織内調整力、組織間調整力）である。これらの具体的な内容については、
今後、教員養成系の学会発表や論文等において発表していく予定である。 
 本研究の成果は、教員志望学生を対象とした授業・教育活動・リフレクションの場に活用され
ており、教員養成カリキュラムの改善にも寄与している。また、社会教育主事および社会教育士
を養成する社会教育主事講習においても、受講者に本研究の成果を紹介することで、学校と地域
の連携・協働の促進に貢献していると考えられる。 
 さらに、本研究の過程において、多様な実践者との出会いを通じて研究者のネットワークを大
きく拡張できたことも、重要な成果の一つである。当初は新型コロナウイルス感染拡大の影響に
より、学校および地域における活動の停止や、インタビュー調査の実施困難といった制約が長期
にわたり続き、研究の進捗に大きな影響を及ぼした。しかしながら、活動再開後には、遠隔開催
も含む「チームとしての学校」やコミュニティ・スクールに関する報告会、学習会、シンポジウ
ムへの参加、さらには実践の視察や参画を通じて、研究者としての視野とネットワークを一層広
げることができた。 
 本研究は一旦終了を迎えるが、これまでに構築したネットワークを今後も活用し、引き続き多
様な活動や協議会、報告会等への参画、視察、インタビュー調査を継続的に行うことで、研究の
発展を図っていく。 
 今後は、以上の成果を基に、教員養成段階における資質・能力の育成内容および育成方法の具
体化、学習成果を評価する指標の作成に取り組むとともに、現職教員がその資質・能力をさらに



高めるための研修プログラムの開発や、協働を促進する職場環境の整備、学校と地域との共通理
解の醸成など、「チームとしての学校」の実現と継続的な改善に貢献する研究へと発展させてい
きたい。 
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